
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成22年 11月吉日

第６回秋田県ＮＳＴ（栄養ｻﾎﾟｰﾄﾁｰﾑ）研究会    
代表世話人 秋田大学大学院小児外科学講座　病院教授　 蛇口　達造
当番世話人　　　　　　　 同　上

謹啓　ますます御清祥のこととお慶び申し上げます。
さて，本年 4月に開催された第５回研究会では，お蔭様で多数の御参加をいただき，活発な討論を行うことが出来ま

した。本研究会の最終目標のひとつに栄養ケアの継続の結果としての地域一体型 NST（地域連携）の確立があります。秋
田県の現状は､第一歩を踏み出したばかりです。診療報酬改訂では、今年 4月に NST加算が新設され、各施設の NSTのみ
ならずNST構成員の質（資格）が問われる状況にあります。研究会を年 2回開催できることは日頃 NST活動に従事してお
られる皆様の盛り上げの結果と感謝しています。今回は、各職種または自分が NST活動で担うことができることは何か
をあらためて考えて頂きたいと思い、研究会テーマを下記と致しました。ご多忙中誠に恐縮ではありますが，何卒ご出
席賜ります様よろしくお願い申し上げます。

謹白
記

日　程 ：平成22年 11月 20日（土）　 13：00～17：00
場　所　秋田大学大学院医学系　総合研究棟第６講義室

秋田県秋田市本道１－１－１　TEL 018-834-1111（代表）

第1部：（13：00～14：10）　　　　　
Ⅰ．半固形栄養剤：各企業からの紹介　13：00～14:00　座長　秋田組合総合病院栄養科技師長　佐藤美知子　先生
Ⅱ．事務局からの活動・会計報告　秋田県NST研究会事務局　中山真紀

第2部：（14：20～15：40）
研究会テーマ

『ＮＳＴ活動であなたが・自分ができることは何？－』
I. 一般演題　（発表8分）　
《セッション１：臨床研究》　　　　　　　　　　座長　　秋田赤十字病院第四外科部長　古屋智規　先生
１．中心静脈カテーテル関連敗血症に対するエタノールロック療法の検討　秋田大学医学部附属病院薬剤部　平野尚子  

先生

２．ＮＳＴ介入で嚥下障害の改善のみられた 1例　　　大館市立扇田病院ＮＳＴ　糸屋美保子　先生　ほか

３．当科における食道癌術後経腸栄養の論理と実際　　秋田大学消化器外科　丸山起誉幸　先生　ほか
《セッション２：NST》　座長　秋田大学大学院内分泌・代謝・老年内科学講座　准教授　成田琢磨　先生

４．当院でのＮＳＴ活動の現在とこれから　　　　　横手興生病院栄養科　伊藤由美子　先生

５．当院ＮＳＴ活動で薬剤師が出来ること　　　　　　市立秋田総合病院ＮＳＴ　後藤康晴　先生　ほか

６．ＮＳＴ介入患者数増加の取り組み～低栄養患者スクリーニングからの一症例～秋田大学医学部附属病院　若松麻衣子　先生　ほ
か

７．当院NST活動から考える、これからの課題    　　市立秋田総合病院栄養室　伽羅谷　千加子　先生

II. 特別講演（16：00～16：50）
座長　秋田大学大学院小児外科学講座　病院教授　蛇口　達造　先生

『東北大学病院NSTの過去・現在・未来』
　　　　　　演者　東北大学大学院医学系研究科外科病態学講座

　　先進外科学分野　講師　　　宮田　剛　先生
　　

当日，参加費として1,000円頂きます（学生無料）
主催　秋田県NST（栄養サポートチーム）研究会

※ 当研究会は秋田県病院薬剤師会生涯研修講座（2単位）　日本栄養士会生涯教育講座（1単位）
日本医師会生涯教育講座（3単位）の対象となります
《取得できる CCは　10（チーム医療）　13（地域医療）です》

連絡先　秋田県 NST 研究会事務局　〒010-8543　秋田市広面字蓮沼４４－２　秋田大学医学部附属病院　栄養管理部　中山真紀 
TEL 018-884-6050 FAX018-884-6254　 E-mail: akinst-jimukyoku@hos.akita-u.ac.jp


